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LRQA の保証業務は、ISO14064-3:2019 に従って実施された。保証業務の証拠収集プロセスの一環として、以

下の事項が実施された。 
• 報告書内に重大な誤り、記載の漏れ及び誤りが無いことを確認するための、会社のデータマネジメント

システムを審査した。LRQA は、内部検証を含め、データの取扱い及びシステムの有効性をレビューす

ることにより、これを行った。 
• データの収集と報告書の作成に関わる主たる関係者へのインタビューを行った。 
• サンプリング手法を用いて、集計されたデータの再計算と元データとの突合を行った。 
• 2024 年の GHG 排出量データに関する記録および情報の検証を行った。 
• 名古屋事業場を訪問しデータの収集及び記録管理の実施状況の確認を行うと同時に、敷地範囲において

GHG 排出の現場確認を実施した。 
Where GHG deductions are included within the Report insert the following: 
レポートには、オフセットに関連する、会社の CO2 の排出の控除分は含まれていません。 

 
観察事項 
• 各拠点からの報告値の正確性・網羅性向上のため、GX リーグ特有の算定方法の標準化と報告の目的の

理解の共有化を期待する 
 
基準、適格性及び独立性 

LRQAはISO14065 “温室効果ガス－認定又は他の承認形式で使用するための温室効果ガスに関する妥当性確
認及び検証を行う機関に対する要求事項”、ISO17021-1 “適合性評価－マネジメントシステムの審査及び認
証を行う機関に対する要求事項 – 第1部：要求事項”に適合する包括的なマネジメントシステムを導入し、

維持している。これらは国際会計士倫理基準審議会による国際品質管理基準1と職業会計士の倫理規定にお

ける要求も満たすものである。 
 
LRQAは、その資格、トレーニング及び経験に基づき、適切な資格を有する個人を選任することを保証する。 
 
全ての検証及び認証結果は上級管理者によって内部でレビューされ、適用された手続が正確であり、透明で

あることを保証する。 
 

LRQAは会社のISO9001およびIATF16949の認証機関であるが、それ自体が我々の独立性あるいは中立性を損な

うものではない。また、LRQAは会社に対して、マネジメントシステムに関する様々なトレーニングサービ

スを提供している。検証・認証評価及びトレーニングは、LRQAが会社に対して行っている唯一の業務であ

り、そのためLRQAの独立性や公平性を損なうものではない。 
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